
7月～10月のイベント
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東日本大震災後、不安をかかえる子どもたちと保
護者の心のケアのために描かれました。 
巻末には「子どもの不安にどう向き合うか（汐見

稔幸）」のコラムを掲載。  
幼児～大人 

おうちで、公園で、教室で、地震がきたらどうし
たらいいの？ 
子どもたちが身を守るためにできることを、わか
りやすく伝えます。 小学校低学年～ 

 「地震ってどうして起きるの？」 
モグラ博士といっしょに、地震が起きるしくみを

探しに地面の中を探検してみましょう。 小学校～ 

 東日本大震災後に改訂された最新版です。「こんな
とき地震がきたら…」と地震時のシミュレーションが
読み物形式で書かれています。 
イラストも豊富なので、親子で一緒に地震から身を

守る具体的な方法を考えるための参考に。 

 和歌山県広川町で 1854 年の安政南海地震で実際にあった
「稲むらの火」のお話です。 ５才頃～ 

 津波のあとの広川町の復興の姿が力強く描かれています。
皆で作った大防波堤は、昭和の南海地震から町の人々を守り
ました。 小学校～ 

夏の号のテーマは防災です。６月の台風４号では、県下でも大雨による被害がありました。被災された皆様には心より

お見舞い申し上げます。台風、地震、津波など、避けることのできない自然災害ですが、その被害を最小限にくいとめ、

子どもたちの生命をまもるため、日頃から防災について家族で考え、話しあっておくことが大切ですね。

題名/地震の夜にできること  
文・絵/松本春野 
出版/角川書店 

題名/津波!! 命を救った稲むらの火 
原作/小泉八雲  文・絵/高村忠範  
出版/汐文社 

題名/じしんのえほん こんなときどうするの？ 
作/国崎信江 絵/福田岩緒 監修/目黒公郎  
出版/ポプラ社 

題名/モグラ博士の地震たんけん 
作・絵/松岡達英  構成/松村由美子 監修/溝上 恵 
出版/ポプラ社

題名/親子のための地震マニュアル 2011 年度版 
著者・企画・編集/インパクト 
出版/日本出版社 

題名/津波!! 稲むらの火 その後 
文・絵/高村忠範  
出版/汐文社 

橋本市家庭教育支援チーム
では、「家庭読書班」を編成
しており、「家読

うちどく
」に関する

講座を展開しています。

4


